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手順1：G空間情報センターから目的のデータをダウンロード

右の画像のように４種類の形式のファイルが
まとまったファイルがダウンロードできます



手順2：QGISにSHPファイルを追加する

QGISで新規プロジェクトを開いたら
「レイヤ→レイヤを追加→ベクタレ
イヤを追加」
と進み、ベクタデータセットにダウ
ンロードしたすべてのshapeファイ
ル (  .shp) を追加してください.
(QGIS画面上へのドラッグ＆ドロッ
プでも可能です）



手順3：CRSを設定し終了

CRSは CS VIII
(EPSG:6676-JGD2000等）
に設定

画像：畦畔ポリゴン
（keihan）

圃区ポリゴン（hoku）に隠
れている場合があるのでそ
の場合はレイヤの順序を変
えるかチェックを外してく
ださい

画像：水張ポリゴン（mizuhari）

下図に畦畔、水張、圃場団地3種類のポリゴンをダウンロードした際の例を示します。



手順3：CRSを設定し終了（つづき）

GISの地図データには国土地理院やGoogle（Google satellite等）から提供されてい
る利用可能なデータがあります。

参考資料（下記資料などQGIS用のマニュアルも参照が可能です）
「GIS実習オープン教材」
（https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/07/07.html）

画像：圃区ポリゴン（hoku）
水張領域と畦畔領域を合わせたもの
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